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　みなさんこんにちは、秋も深まり鍋の美味しい季節になりました。
　さて、この夏のリオデジャネイロオリンピックでは徳島県藍住町出身のバドミントン女
子ダブルスの松友美佐紀選手が金メダルを取りどこかのテレビ番組の野球選手のOBの方
のコメントではありませんがアッパレの一言につきます。また2020年の東京オリンピック
で連覇を目指して頑張って頂きたいものです。
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　今後も広報誌［TOKUSHIMA TAKKEN］を宜しくお願い申し上げます。

広報委員長　中　村　史　治　

空 家 等 対 策 の 推 進 に 関 す る 特 別 措 置 法 概 要
　親などから相続した家は、建築時期が古くて耐震基準を満たしていない場合が多いほか、長
年保有していた家を売却すれば、多額の税金負担を強いられることも少なくありません。
　空き家の発生を抑制するための観点から新たな特例措置が設けられました。一定の要件を満
たす空き家（または解体後の敷地）を売却した場合には、その譲渡所得から3,000 万円が控
除され、譲渡所得税および個人住民税を減らすことができます。

　〔3,000 万円控除のための主な要件〕
　　□　平成 28年 4月1日から平成 31年 12月31日までの売却であること
　　□　相続時から3年を経過する日の属する年の12月31日までの売却であること
　　□　譲渡対価の額が 1億円以下であること
　　□　被相続人（死亡者）のみが居住していた一戸建て住宅であること
　　□　昭和 56年 5月31日以前に建築された家屋であること
　　□　相続を機に空き家となったものであること
　　□　空き家となった後に、事業用、貸付用および居住用に使っていないこと
　　□　耐震基準を満たさない場合は、耐震リフォームをした後に売却すること

　親などから相続した家は、建築時期が古くて耐震基準を満たしていない場合が多いほか、長
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除され、譲渡所得税および個人住民税を減らすことができます。
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　　□　相続時から3年を経過する日の属する年の12月31日までの売却であること
　　□　譲渡対価の額が 1億円以下であること
　　□　被相続人（死亡者）のみが居住していた一戸建て住宅であること
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表紙写真表紙写真
　剣山は、三好市東祖谷、美馬市木屋平、那賀郡那賀
町木沢の間に位置する標高 1,955mの西日本第二の高峰で、
四国の屋根といわれる。日本百名山の一つ。
　その中腹にある劔山本宮劔神社で、毎年 7月17 日の例
祭日以降の日曜日に行われる例大祭。ご神体を乗せた神輿
が山頂を練り歩き、急な斜面のクマザサの中を100 人余りの
神輿の行列がかき分けて進む神輿渡御が一番の見どころ。

劔山本宮劔神社例大祭
　　　　　　　　　（美馬郡つるぎ町）

※表紙（剣山頂上へ向かう神
輿）・裏表紙（剣山頂上へ
向かって傾斜地を引き上げる
神輿）のお写真は、剣山の
頂上にある宿泊施設“剣山
頂上ヒュッテ”の新居綱男様
よりお借りいたしました。
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